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戦
後
、
学
制
改
革
に
よ
る
新
教
育
制
度
の
も
と
で
誕
生

し
た
新
制
高
等
学
校
。
義
務
教
育
機
関
で
は
な
い
も
の
の
、

離
島
で
も
高
校
へ
の
進
学
率
は
徐
々
に
上
昇
、
昭
和
四
八

年
に
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
同
六
〇
年
に
は
九
〇
パ
ー
セ
ン

ト
ラ
イ
ン
を
超
え
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

に
達
し
て
い
る
。

　

今
日
ま
で
の
間
、
行
政
や
住
民
の
熱
意
に
よ
っ
て
新
設

校
が
誕
生
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
島
内
分
校
や
定
時

制
課
程
、
生
徒
の
大
幅
減
と
な
っ
た
学
校
が
順
次
統
廃
合

さ
れ
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
七
〇
校
以
上
を
数
え
た
離
島

の
高
校
も
、
現
在
で
は
三
五
島
に
五
八
校
（
離
島
振
興
関
係

四
法
の
指
定
離
島
に
限
る
、
分
校
含
む
）
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
過
疎
化
と
少
子
化
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
存

続
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
一
五
年
に
は
長
崎
県
内

の
県
立
四
校
（
現
在
は
三
校
）
で
県
外
の
生
徒
を
募
集
す
る

「
離
島
留
学
」
が
始
ま
り
、
同
二
〇
年
に
は
島
根
県
立
隠

岐
島
前
高
校
を
擁
す
る
地
元
三
町
村
で
「
高
校
魅
力
化
」

へ
の
模
索
を
開
始
。「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
」「
地
域
学
」

「
公
営
塾
」
な
ど
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
現
在
で
は
一
一
島
の
一
一
校
で
「
離
島
留
学
」
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
中
学
校
卒
業
生
の
地
元
高
校
へ
の
進
学
率

も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

一
方
、
高
校
の
存
在
す
る
離
島
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
通
学
費
な
ど
の
家
計
負
担
が
問
題
と
な
っ
て
い
た

が
、
平
成
二
五
年
の
離
島
振
興
法
改
正
で
、
高
校
が
な
い

離
島
の
高
校
生
を
対
象
に
、
島
外
通
学
・
居
住
費
を
国
が

支
援
す
る
「
離
島
高
校
生
修
学
支
援
事
業
」
が
創
設
さ
れ

た
。
同
時
に
、
離
島
の
公
立
高
等
学
校
に
対
す
る
教
職
員

定
数
の
加
配
措
置
も
実
現
し
て
い
る
。

　

自
然
環
境
と
文
化
資
産
に
優
れ
る
離
島
は
、学
力
向
上

は
も
と
よ
り
、
人
間
教
育
の
場
と
し
て
適
し
て
い
る
。
同

時
に
生
活
と
生
産
の
場
が
近
接
す
る
課
題
先
進
地
と
い

う
条
件
を
活
か
し
、
地
元
の
方
々
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

地
域
活
性
化
や
産
業
振
興
へ
の
提
言
な
ど
、
新
し
い
教
育

実
践
の
地
と
し
て
の
大
き
な
可
能
性
を
も
有
し
て
い
る
。

　

離
島
の
教
育
か
ら
日
本
の
未
来
を
変
え
る
─
─
本
特

集
で
は
、
前
号
の
小
・
中
学
校
篇
に
つ
づ
き
、
高
校
に
お

い
て
「
離
島
留
学
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
主
要
事
例
の

実
情
と
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、行
政
、学
校
、生
徒
、住
民

な
ど
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

26
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●
統
廃
合
が
進
む
地
方
の
公
立
高
校

　

全
国
の
公
立
高
校
数
は
、
三
五
〇
〇
校
強
。
こ
の
う
ち
一
年
間
に

統
廃
合
さ
れ
る
の
は
、
六
〇
校
前
後
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

一
〇
年
後
に
は
六
～
七
校
に
一
校
は
な
く
な
っ
て
い
る
計
算
と
な
る
。

特
に
統
廃
合
が
進
ん
で
い
る
の
は
離
島
や
中
山
間
地
域
だ
。
仮
に
東

京
近
辺
の
高
校
が
一
校
統
廃
合
さ
れ
て
も
、
電
車
で
ほ
か
の
高
校
に

通
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
実
際
に
統
廃
合
さ
れ
て
い
る
の
は
都
会
で

は
な
く
、
島
や
地
域
に
一
つ
し
か
な
い
地
方
の
高
校
な
の
で
あ
る
。

　

地
方
高
校
の
統
廃
合
が
進
む
理
由
は
、
地
域
の
生
徒
数
の
減
少
が

主
た
る
原
因
だ
が
、
そ
れ
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
自
然
減
だ
け
で
な

く
、
子
育
て
世
代
の
人
口
流
出
や
、
希
望
す
る
進
路
を
実
現
で
き
る

環
境
を
求
め
て
地
元
か
ら
都
会
へ
進
学
す
る
生
徒
の
増
加
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。

●
教
育
困
難
地
域
―
―
離
島
の
高
校
の
現
場

　

離
島
の
高
校
は
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
教
員
数
が
少
な
く
、

五
教
科
七
科
目
（
国
数
英
理
社
の
五
教
科
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
、

数
理
は
二
科
目
ず
つ
の
選
択
と
な
る
た
め
合
計
で
七
科
目
）
の
各
教
科
に
お

い
て
、
生
徒
の
習
熟
度
に
合
わ
せ
た
指
導
が
で
き
な
い
場
合
が
ほ
と

ん
ど
だ
。
例
え
ば
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
の
受
験
者
が
多
い
日
本
史
や

世
界
史
を
教
え
る
教
員
が
お
ら
ず
、
地
理
の
教
員
が
専
門
外
に
も
関

わ
ら
ず
生
徒
を
指
導
す
る
ケ
ー
ス
や
、
物
理
科
の
教
員
が
い
な
い
た

め
理
系
進
学
で
き
な
い
学
校
な
ど
も
あ
る
。

　

ま
た
離
島
は
教
員
の
単
身
赴
任
率
も
高
く
、
心
理
的
な
負
担
も
大

き
い
と
い
う
。
よ
っ
て
離
島
の
高
校
を
志
望
す
る
教
員
も
少
な
く
、

結
果
的
に
非
常
勤
講
師
が
多
く
な
っ
て
い
く
。

　

進
路
に
不
利
な
地
方
高
校
の
現
状
を
知
る
成
績
上
位
の
中
学
生
は
、

い
ま
、な
ぜ《
高
校
魅
力
化
》な
の
か

教
育
は
地
域
活
性
化
と
定
住
促
進
の
要

株
式
会
社P

rim
a P

inguino

代
表
取
締
役  

教
育
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

藤
岡 

慎
二

◦提言◦
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関
与
し
て
い
る
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
対
策
な
ど
移
住
定
住
の
促
進
は
、
地

方
創
生
の
要
だ
。
そ
し
て
そ
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
の
が
高
校
の
存
続

な
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
高
校
の
あ
る
離
島
は
限
ら
れ
て
い
る
。
留
意
し
て
ほ
し

い
の
は
、
高
校
が
な
い
＝
地
域
の
衰
退
で
は
な
い
点
だ
。
移
住
定
住

の
話
は
、
高
校
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
学
校
の
有
無
と
密
接
に

関
係
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
岐
阜
県
高
山
市
高
根
町
は
、
市
町
村
合

併
に
と
も
な
い
平
成
一
八
～
二
〇
年
に
か
け
て
小
中
学
校
を
統
廃
合

し
た
。
そ
の
結
果
、
子
育

て
世
代
が
地
域
を
離
れ
、

平
成
一
一
年
時
点
で
人
口

約
八
〇
〇
人
、
高
齢
化
率

三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
だ

っ
た
地
域
が
、
同
二
七
年

に
は
人
口
四
〇
〇
人
（
合

併
前
の
予
想
で
は
約
七
〇
〇

人
だ
っ
た
）、
高
齢
化
率

六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
急

激
な
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
と
な
っ
た
。

　

逆
に
高
校
の
な
い
鹿
児

島
県
十
島
村
で
は
、
二
〇

年
以
上
前
か
ら
離
島
留
学

島
を
出
て
都
市
部
の
高
校
へ
進
学
す
る
。
生
徒
数
は
さ
ら
に
減
少
し
、

教
員
の
削
減
を
招
く
。
少
な
い
教
員
数
で
学
校
を
運
営
し
て
い
く
た

め
、
自
分
の
授
業
以
外
の
仕
事
や
い
く
つ
も
の
役
職
を
兼
任
せ
ざ
る

を
得
ず
、
教
員
は
ど
ん
ど
ん
多
忙
化
し
て
い
く
…
…
。
こ
う
し
て
高

校
の
教
育
機
能
が
低
下
し
、
や
が
て
「
選
ば
れ
な
い
高
校
」
と
な
り
、

統
廃
合
に
向
か
っ
て
い
く
、
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
の
が
、

離
島
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
の
高
校
で
共
通
し
て
見
ら
れ
る
現
象
だ
。

　

生
徒
数
が
少
な
く
な
り
採
算
が
合
わ
な
く
な
る
と
、
塾
な
ど
民
間

の
教
育
事
業
者
は
撤
退
し
、
や
が
て
教
育
困
難
地
域
と
な
る
。

●
学
校
の
存
続
は
移
住
定
住
促
進
の
鍵

　

で
は
、
仮
に
統
廃
合
に
よ
り
高
校
が
地
域
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
、

ど
の
よ
う
な
事
態
が
起
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
じ
つ
は
高
校
の
有
無
は
、

地
域
へ
の
定
住
率
に
直
結
す
る
。
平
成
二
四
年
一
二
月
の
朝
日
新
聞

の
記
事
（
要
約
）
に
よ
る
と
、「
福
島
県
の
桧ひ
の
え
ま
た

枝
岐
村
は
、
温
泉
ブ
ー

ム
で
Ｉ
タ
ー
ン
が
増
加
し
た
。
し
か
し
高
校
が
な
か
っ
た
た
め
、
大

き
な
人
口
の
流
出
を
招
き
、
十
数
年
後
に
は
過
疎
化
が
深
刻
な
も
の

と
な
っ
た
。
一
方
、
鹿
児
島
県
屋
久
島
町
に
は
高
校
が
あ
り
、
生
徒

た
ち
は
世
界
遺
産
登
録
の
島
の
自
然
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
高
校

卒
業
後
、
向
学
意
欲
の
あ
る
若
者
は
一
度
島
を
離
れ
る
が
、
や
が
て

島
の
良
さ
に
気
づ
き
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
。
実
際
に
高
い
Ｕ
タ
ー
ン
率
を

誇
る
」
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
高
校
の
有
無
は
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
定
着
率
に
大
き
く

地域活性化センターで全国の地方自治体や高校向けに講演する筆者。
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に
日
々
の
満
ち
足
り
た
「
生
活
の
質
」
や
、
教
育
・
医
療
・
福
祉
な

ど
の
「
生
活
環
境
」
の
充
実
を
希
望
す
る
方
が
増
え
て
い
る
。
平
成

二
六
年
に
三
菱
総
合
研
究
所
が
実
施
し
た
「
人
口
移
動
効
果
を
踏
ま

え
た
自
治
体
の
福
祉
政
策
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
地
方
へ
移

住
し
た
く
な
る
条
件
と
し
て
「
子
ど
も
の
教
育
環
境
が
整
っ
て
い
る

こ
と
」
を
挙
げ
た
回
答
者
が
三
割
に
も
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。

●「
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
概
要

　

高
校
の
存
続
を
図
り
、
か
つ
、
そ
れ
を
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ
た
の
が
「
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
あ
る
。

　

高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
主
に
、
①
高
校
で
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
革
、
②
高
校
連
携
型
公
営
塾
の
設
置
、
③
教
育
寮
の
設
置
、

の
三
本
柱
か
ら
な
る
。
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
た
め
、
今
回
は
特
に
①

②
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
。

①
学
習
意
欲
の
向
上
や
生
徒
の
主
体
性
を
育
む「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
」

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
本
質
は
〝
大
切
な
こ
と
は
机
の
上
で
は
学

べ
な
い
〟
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
高
校
で
の
授
業
と
い
え
ば
、
机
を

並
べ
て
先
生
が
黒
板
に
書
い
た
こ
と
や
話
し
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
書

き
写
す
光
景
が
思
い
浮
か
ぶ
。
し
か
し
こ
の
授
業
で
、
例
え
ば
Ｔ
Ｐ

Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）
の
こ
と
を
学
ん
だ
と
し
て
も
、

ど
れ
だ
け
の
生
徒
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ

制
度
に
よ
り
小
中
学
校
へ
全
国
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
近
年
、
子
育
て
世
代
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
確
保
す
る
上
で
の
学
校

存
続
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
、
同
村
の
実
施
す
る
他
の
定
住
施
策
の

効
果
も
あ
り
、
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

●
教
育
環
境
に
着
目
す
る
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
た
ち

　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
と
っ
て
、
学
校
の
有
無
は
定
住
す
る
際
の
一
つ

の
要
因
で
あ
る
。
国
土
交
通
省
離
島
振
興
課
の
調
査
結
果
（
※
1
）

で
は
、
学
校
の
あ
る
島
の
ほ
う
が
な
い
島
よ
り
も
転
入
者
の
数
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
学
校
の
有
無
は
島
の
規
模
に
も
関
係
し

て
お
り
、
ま
た
医
療
機
関
の
有
無
や
雇
用
の
場
な
ど
学
校
以
外
の
要

因
も
影
響
し
て
い
る
数
値
な
の
で
、
こ
の
結
果
だ
け
を
み
て
断
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
定
住
の
重
要
な
要
因
で
あ
る

こ
と
は
う
か
が
え
る
。

　

地
方
へ
の
移
住
を
考
え
て
い
る
三
十
歳
代
の
子
育
て
世
代
の
多
く

は
、
移
住
の
際
に
注
目
す
る
項
目
と
し
て
「
教
育
」
を
挙
げ
る
。
同

省
同
課
の
調
査
結
果（
※
2
）で
は
、
子
ど
も
の
教
育
環
境（
高
校
教
育
）

を
気
に
す
る
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
は
七
割
近
く
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
交
通

環
境
や
医
療
環
境
に
次
ぐ
重
要
な
定
住
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ

て
は
仕
事
（
職
）
を
求
め
て
移
住
す
る
人
が
多
か
っ
た
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
時
代
の
現
在
は
、
様
相
が
異
な
っ
て
き
て
い
る
。
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
仕
事
や
世
界
中
と
の
や
り
と
り
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、

移
住
定
住
先
に
求
め
る
も
の
が
変
わ
っ
た
の
だ
。
今
で
は
、
移
住
先

※1：平成26年度 離島の定住環境に関する調査
※2：平成25年度 新しい離島振興施策に関する調査
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と
ん
ど
な
い
。
生
徒
数
が
少
な
く
、
採
算
が
合
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
大
学
進
学
を
意
識
す
る
中
学
生
や
保
護
者
は
、
よ
り
良
い

教
育
環
境
を
求
め
て
都
会
へ
出
て
し
ま
う
。
結
果
と
し
て
、
生
徒
数

は
さ
ら
に
少
な
く
な
り
、
離
島
は
進
学
に
不
利
な
場
所
へ
と
変
わ
っ

て
い
く
。
現
在
、
こ
の
悪
循
環
を
止
め
、
離
島
に
い
て
も
進
路
を
実

現
で
き
る
よ
う
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
べ
く
、
自
治
体
が
主
体
と
な
っ

て
公
営
塾
を
設
置
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
も
公
営
塾
は
存
在
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

多
く
は
学
校
の
補
習
を
中
心
と
し
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
教
員

を
退
職
し
た
方
々
が
指
導
す
る
形
だ
。
現
在
筆
者
が
取
り
組
ん
で
い

る
公
営
塾
は
、
補
習
の
み
な
ら
ず
、
進
学
を
通
じ
た
自
己
実
現
を
戦

略
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
、
学
力
を
伸
ば
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
同
時

に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
て
志
や
目
的
意
識
の
醸
成
も
行
っ
て
い
く
。

推
薦
や
Ａ
Ｏ
入
試
、
平
成
三
二
年
か
ら
の
新
し
い
大
学
入
試
（
セ
ン

タ
ー
試
験
に
替
わ
る
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
の
導
入

な
ど
）
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
高
校
と
の
連
携
に
よ
り
生
徒
の
情

報
を
共
有
す
る
な
ど
、
学
校
教
育
と
相
乗
効
果
を
図
る
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
る
。

●
地
域
へ
の
報
恩
感
謝
が
育
む
愛
郷
心

　

筆
者
の
関
わ
る
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
お
も
に
離
島
や

中
山
間
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
生
徒
を
都

会
な
ど
地
域
外
へ
送
り
出
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
域
の
担
い
手
と

う
か
。
そ
こ
で
高
校
生
を
学
外
に
解
き
放
ち
、
地
域
の
課
題
や
問
題

に
直
に
触
れ
、
現
場
の
声
を
直
接
聞
け
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

革
を
行
っ
た
。
農
作
業
や
漁
を
体
験
す
る
学
習
な
ど
を
盛
り
込
み
、

一
度
き
り
で
は
な
く
、
継
続
的
に
体
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
で
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
な
ど
の
問
題
を
当
事
者
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。

　

離
島
の
高
校
と
い
え
ば
、
生
徒
の
数
が
少
な
く
学
力
も
習
熟
度
も

バ
ラ
バ
ラ
な
た
め
、
都
会
の
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
進
路
に

合
わ
せ
た
授
業
が
成
立
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
教
員
も
十
分

に
揃
っ
て
お
ら
ず
、
進
学
に
不
利
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

離
島
地
域
は
、
課
題
先
進
国
日
本
の
な
か
の
課
題
先
進
地
域
で
も
あ

る
。
近
い
将
来
わ
が
国
が
、
そ
し
て
世
界
が
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
問

題
に
、〝
今
〟
ま
さ
に
直
面
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
。

　

加
え
て
離
島
は
、
小
さ
い
社
会
の
縮
図
で
も
あ
る
。
政
治
・
経
済
・

行
政
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
、
教
育
・
医
療
・
雇
用
（
第
一
次
～
第
三

次
産
業
）・
観
光
な
ど
す
べ
て
が
揃
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

課
題
と
戦
っ
て
い
る
大
人
た
ち
が
い
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
彼
ら

の
話
を
聞
き
、
と
も
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
離
島
と
は
、
最

高
の
教
育
環
境
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
校
魅
力
化
で
は
、
こ
の
環

境
を
十
分
に
活
か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
各
校
で
展
開
し
て
い
る
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
離
島
の
ハ
ン
デ
を
克
服
す
る「
公
営
塾
」

　

離
島
地
域
に
は
、
都
会
に
大
学
進
学
の
た
め
の
予
備
校
や
塾
は
ほ
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●
卒
業
生
の
活
動
に
み
る
地
域
再
生
の
萌
芽

　

高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
離
島
の
高
校
か
ら
地
域

再
生
を
担
う
人
材
が
輩
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。「
自
分
の
夢
や
や
り
た

い
事
の
方
向
性
が
見
え
て
い
る
」「
夢
に
向
か
っ
て
日
々
行
動
し
て

い
る
」「
ふ
る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
」「
将
来
、
地
域
に
戻
っ
て
仕
事

を
し
た
い
」
と
、
生
徒
た
ち
の
意
識
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。

　

島
根
県
立
隠
岐
島ど
う

前ぜ
ん

高
校
で
は
、
こ
こ
数
年
で
国
公
立
大
学
へ
の

進
学
率
が
大
幅
に
上
昇
し
た
。
ま
た
早
稲
田
・
慶
應
・
上
智
・
法
政

な
ど
首
都
圏
の
私
立
大
学
へ
も
生
徒
た
ち
の
進
路
が
広
が
る
な
ど
、

進
学
に
お
い
て
も
結
果
が
現
れ
て
い
る
。
特
に
「
三
〇
歳
で
島
に
戻

り
、
町
長
に
な
っ
て
こ
の
島
を
日
本
一
幸
福
度
が
高
い
町
に
し
て
い

き
た
い
」「
将
来
、
西
ノ
島
に
人
と
人
を
つ
な
ぐ
〝
ヒ
ト
ツ
ナ
ギ
カ

フ
ェ
〟
を
開
き
、
私
の
好
き
な
『
食
』
を
通
じ
て
、
町
を
も
っ
と
元

気
に
し
て
い
き
た
い
」「
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
畜
産
を
活
性
化
す
べ
く
、

ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ー
ム
を
実
現
し
た
い
」
な
ど
、
自
分
と
地
域
を
つ
な

ぐ
夢
を
持
っ
て
進
学
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
一
見
に
値
す

る
。

　

実
際
、
離
島
と
東
京
を
つ
な
ぐ
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
を
構
想
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
た
卒
業
生
や
、
自
分
の
夢
に
近

づ
く
よ
う
な
社
会
活
動
や
海
外
体
験
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
卒
業

生
が
お
り
、
地
域
再
生
の
萌
芽
と
な
っ
て
い
る
。

い
う
進
路
の
選
択
肢
も
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
く
ら
高
校
が
魅

力
化
し
て
も
、
大
学
へ
進
学
し
て
島
に
返
っ
て
こ
な
い
人
材
ば
か
り

を
輩
出
し
て
い
て
は
、
地
域
の
衰
退
は
止
め
ら
れ
な
い
。

　

地
域
の
担
い
手
と
な
る
人
材
育
成
の
礎
と
な
る
の
は「
愛
郷
心
」だ
。

愛
郷
心
を
持
ち
、
一
度
外
に
出
て
か
ら
ま
た
戻
っ
て
く
る
「
ブ
ー
メ

ラ
ン
人
材
」
の
育
成
と
、
志
を
持
ち
自
ら
選
択
し
て
地
域
に
残
る
人

材
（
外
へ
出
ら
れ
な
い
か
ら
残
る
人
材
で
は
な
い
）
の
育
成
が
、
地
域
活

性
化
の
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
筆
者
は
前
者
を「
風
の
人
」、

後
者
を
「
土
の
人
」
と
呼
ん
で
い
る
。
風
と
土
が
合
わ
さ
っ
て
風
土

と
な
り
、
地
域
を
支
え
る
原
動
力
と
な
る
。

　

愛
郷
心
は
、
教
え
て
身
に
付
く
も
の
で
は
な
い
。
故
郷
の
良
さ
を

い
く
ら
授
業
で
教
え
込
ん
で
も
、
愛
郷
心
は
育
た
な
い
。
愛
郷
心
を

育
む
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
報
恩
感
謝
」
で
あ
る
。
一
般
的
に
自
分
の
生

活
や
仕
事
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
人
ほ
ど
、
周
囲
に
感
謝
し
、
恩
に

報
い
よ
う
と
す
る
。
も
し
こ
れ
が
、
学
力
向
上
に
よ
っ
て
の
み
得
た

成
功
・
成
長
で
あ
れ
ば
、
恩
返
し
の
対
象
は
学
校
の
先
生
や
親
だ
け

で
、
地
域
住
民
は
対
象
外
だ
。
し
か
し
人
間
力
の
育
成
や
志
、
目
的

意
識
の
醸
成
の
過
程
に
お
い
て
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に
学
ん
だ
経

験
が
あ
れ
ば
「
自
分
が
今
あ
る
の
は
地
域
の
人
た
ち
の
お
か
げ
」
と

感
じ
、
地
域
に
報
い
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
地
域
の

方
々
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
成
長
し
、
い
つ
か
自
分
を
育
て
て
く
れ

た
地
域
に
恩
を
返
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
こ
そ
、
愛
郷
心
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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果
、
島
内
の
中
学
校
を
卒
業
後
に
同
校
へ
進
学
す
る
生
徒
数
が
倍
増

し
た
。
今
年
度
は
、
県
外
か
ら
の
入
学
希
望
者
の
問
い
合
わ
せ
や
見

学
も
相
次
い
で
い
る
と
い
う
。
進
路
の
面
で
は
、
国
公
立
を
は
じ
め

立
命
館
・
近
畿
な
ど
の
私
立
大
学
へ
の
進
学
も
果
た
し
て
い
る
。

　

沖
縄
県
立
久
米
島
高
校
で
は
、
入
学
者
数
が
二
年
間
で
五
五
名
か

ら
九
〇
名
に
増
加
し
た
。
島
外
・
県
外
か
ら
の
入
学
者
も
増
え
、
す

で
に
全
校
生
徒
の
一
割
強
が
久
米
島
出
身
で
は
な
い
生
徒
だ
。
さ
ら

に
同
校
で
は
、
昨
年
度
、
沖
縄
の
最
高
学
府
・
琉
球
大
学
へ
四
名
の

進
学
者
を
輩
出
し
た
。
こ
れ
は
じ
つ
に
四
〇
年
ぶ
り
の
快
挙
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
高
校
は
、

い
ず
れ
も
悪
循
環
か
ら
脱
し
、
好
循
環
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の

取
り
組
み
が
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
広
く
知
れ
渡
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
現

在
、
北
海
道
、
東
京
都
、
新
潟
県
、

愛
媛
県
、
長
崎
県
、
鹿
児
島
県
、
沖

縄
県
の
離
島
地
域
の
高
校
で
も
魅
力

化
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
の
教
育
力
を
高
め
、
移
住
定

住
を
促
進
し
、
地
域
を
担
う
人
材
を

育
む
こ
と
が
離
島
の
行
く
末
を
左
右

す
る
。
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
、
教
育
を
核
と
し
た
地
域
の
活

性
化
は
、
今
後
よ
り
重
要
な
施
策
と

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。�

■

●
各
地
で
成
果
を
あ
げ
る
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

隠
岐
島
前
高
校
を
皮
切
り
に
、
全
国
の
離
島
の
高
校
で
も
高
校
魅

力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
、
成
果
を
出
し
つ
つ
あ
る
。
北
海

道
羽は

幌ぼ
ろ

町
立
天て

売う
り

高
校
（
普
通
科
定
時
制
）
で
は
、
教
育
委
員
会
と
島

の
住
民
の
協
働
に
よ
り
〝
働
き
な
が
ら
学
び
、
自
立
で
き
る
高
校
〟

を
コ
ン
セ
プ
ト
に

魅
力
化
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
全
校

生
徒
数
四
名
だ
っ

た
高
校
に
、
東
京

や
札
幌
な
ど
か
ら

計
三
名
が
入
学
し
、

今
年
度
は
二
年
ぶ

り
の
入
学
式
が
催

さ
れ
た
。

　

瀬
戸
内
海
の
大

崎
上
島
に
あ
る
広

島
県
立
大
崎
海
星

高
校
で
は
、
公
営

塾
を
整
備
し
て

「
大
崎
上
島
学
」

を
取
り
入
れ
た
結
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アドバイザー。1975年生まれ、2006年に教
育コンサルティング会社、株式会社GGC（現
Prima Pinguino）を設立。キャリア教育事
業、推薦・AO入試事業を中心に事業を拡大。
2009年より島根県立隠岐島前高校魅力化プ
ロジェクトに参画。2015年、ノーベル平和賞
受賞者のムハマド・ユヌス博士が認めるソー
シャル・ビジネス企業に。2017年より大学
で教授として教鞭をとる予定。

天売高校では、自分たちの島について学ぶ「天売学」が行われている。




